
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

給食は生きた教材です。給食の時間では、準備から片づけの実際の活動をくりかえし行うこ

とで、望ましい食習慣と食に関する実践力を身につけることができます。 

南陽市では、毎年 12月第 1週前後を「心を育む学校給食週間」とし、学校給食の意義や役

割についての理解を深めて、関心を高めるための活動をしています。 

学校給食のはじまり 

日本の学校給食は、明治 22 年に山形県の私立忠愛

小学校において始まったとされています。この給食は、

貧しくて生活に困っている子どもたちを対象に無償で

出されたものでした。 

私の命を支えるた

めに多くの動植物の

命をいただいて、あ

りがとうございます。 

料理を作るために

走り回って食材を準

備してくださり、あり

がとうございます。 

感謝の気持ちを込めて食事のあいさつをしましょう 

ご家庭でも、食育について関心を深める週間にしてみてはいかがでし 

ょうか？昔の給食や給食時間の印象深い出来事など、給食の思い出を 

家族みんなで話してみましょう。今の給食と昔の給食

の違うところ、同じところなどを知ることができるか

もしれません。お子さんの好きな献立など聞いたりし

て、家族団らんを楽しみましょう。 

家族で給食について語り合ってみませんか 

かぜの予防には体の抵抗力を高めることが大切です。食事ではビタミン ACE を多く

含む野菜や果物、魚介類を意識してとりましょう。冬が旬の食べ物に多い栄養素です。 

南陽市立赤湯小・中学校 


